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けせんぬま
 　復興
  ニュース● 市の情報は次の方法でもお届けしています● 市の情報は次の方法でもお届けしています

◆けせんぬま復興ニュース　全世帯に配布しています
◆さいがいエフエム　けせんぬまさいがいエフエム（ 77.5Mhz） ・  けせんぬまもとよしさいがいエフエム（76.8Mhz）
◆市公式Webサイト：「気仙沼市公式」で検索　ＵＲＬ：http://www.city.kesennuma.lg.jp/
◆携帯サイト：ＵＲＬ：http://www.city.kesennuma.lg.jp/mobile
◆被災者支援メール※事前登録が必要です。●次のアドレスにメール後、返信内容を確認し登録【05999@nopamail.jp】

市公式
携帯サイト
QRコード

けせんぬま
 　復興
  ニュース● 市の情報は次の方法でもお届けしています● 市の情報は次の方法でもお届けしています

綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。
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８
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平成 26年８月 15日contents主な内容

８◆生徒会紹介／市の人口と世帯数　ほか ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４◆日本脳炎の予防接種を実施しています

◆暮らしの情報（納税相談窓口を開設します　ほか） ・６ ７・・・・・・・・・・・・・

◆「市まちづくり協働推進委員会」の委員を募集します　ほか・・・・・・・・・・・２

◆「気仙沼市民写真コンクール」の作品を募集します　ほか ・・・・・・・・・・・・

５◆食中毒に注意しましょう　 ほか ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「未来の防災戦士を目指して」
　                                                                                          階上地区防災キャンプ事業　～救急搬送訓練～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月 31 日～８月１日　階上中学校



「助成金１から10まで」を      
開催します 　

市
で
は
、
市
民
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
を
総
合
的
・
効
果

的
に
推
進
す
る
た
め
「
市
ま

ち
づ
く
り
協
働
推
進
委
員
会
」

を
設
置
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
や
具
体
的
な

事
業
の
推
進
、
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
※
の
運
営
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
20
人
以
内
で
、
市

内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
関
係
団
体
の
代

表
、
公
募
に
よ
る
委
員
な
ど

で
構
成
し
て
い
ま
す
。　

　

　
こ
の
委
員
の
う
ち
今
回
、

公
募
に
よ
る
委
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
（
委
員
の

報
酬
、
交
通
費
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

■
応
募
資
格
／

　市
内
在
住
の
方
で
、
会
議

　
に
出
席
で
き
る
方

■
募
集
人
数
／

　
２
人（
市
で
選
考
し
、結
果

　
は
応
募
者
に
お
知
ら
せ
ま
す
）

～市民活動支援センタｰ主催事業～「
気
仙
沼
市
民
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」の

                               

作
品
を
募
集
し
ま
す

「
気
仙
沼
市
民
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」の

                               

作
品
を
募
集
し
ま
す

豊
か
な
自
然
や
文
化
な
ど
、市
の
魅
力
を
伝
え
る

豊
か
な
自
然
や
文
化
な
ど
、市
の
魅
力
を
伝
え
る

　
気
仙
沼
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い

た
作
品
は
、
入
賞
作
品
を
中

心
に
「
気
仙
沼
市
民
憲
章
カ

レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

　
作
品
の
規
格
や
応
募
方
法

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

多
く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
題
材
／

　
自
然
の
風
景
、
産
業
の
一

コ
マ
、
歴
史
的
建
造
物
、
伝

統
芸
能
、
人
物
な
ど
気
仙
沼

の
四
季
や
魅
力
を
伝
え
る
も
の

■
規
格
・
応
募
数
／

○
２
L
版
（
横
位
置
の
カ
ラ
ー

　
作
品
）

○
1
人
３
点
ま
で

・
お
お
む
ね
２
年
以
内
に
撮

　
影
し
た
も
の
で
、
他
の
コ

　
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
応
募
し

　　
て
い
な
い
も
の

・
市
内
、
市
外
在
住
の
い
ず
れ

   

の
方
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

■
応
募
方
法
／

　
次
の
項
目
を
記
載
し
た
用

紙
を
作
品
の
裏
面
に
貼
り
付

け
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

○
住
所
・
氏
名
・
年
齢

○
電
話
番
号

○
作
品
名

○
撮
影
年
月
日
・
場
所

○
写
真
へ
の
コ
メ
ン
ト

■
応
募
締
切
日
／

　
９
月
22
日
（
月
）
当
日
消

　
印
有
効

■
表
彰
／

　
優
秀
作
品
に
賞
状
お
よ
び

　
副
賞（
筒
、気
仙
沼
商
品
券
）

　
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／

○
応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま

　
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

○
入
賞
作
品
の
版
権
は
原
則

　
と
し
て
市
に
帰
属
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　
気
仙
沼
市
民
憲
章
推
進
協

　
議
会
（
市
地
域
づ
く
り
推  

　
進
課
内
）

　「
市
民
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

　
〒
９
８
８
ー
８
５
０
１

　（
住
所
記
載
不
要
）

　
tel
：（
２
２
）
３
４
０
９

　

※市民参加のまちづくりを積極的に推進するため、市民活動団体・
　ＮＰＯやボランティア活動の支援と、市民・企業・行政の協働に
　よるまちづくりの拠点づくりを目的としている

■
応
募
方
法
／

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
、
本
市
に
お
け
る

「
ま
ち
づ
く
り
と
協
働
」
に

関
す
る
考
え
（
4
0
0
字

程
度
）
を
記
載
の
う
え
左

記
に
郵
送
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日
／

　
８
月
25
日
（
月
）
当
日
消

　
印
有
効

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　
市
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
〒
９
８
８
ー
８
５
０
１

　（
住
所
記
載
不
要
）

　
tel
：（
２
２
）
３
４
０
９

　

■対象／NPO団体、市民活動団体、自治会、
　　　　協議会などに所属している方

■内容／採択されやすい助成金申請・    
　　　   報告書作成のポイントを、具体
　　　   的に説明します。

■日時／９月９日（火）
                午後１時30分から３時まで

■場所／市役所ワン・テン庁舎２階 大ホール
■講師／鈴木 祐司 氏 (一般財団法人 地域創    
　　　　   造基金みやぎ専務理事兼事務局長)

■受講料／無料

■申込方法／ ９月２日（火）まで、下記へ
 電話にてお申し込みくだ
 さい。

■定員／25名（定員になり次第締め切り）
　※講座終了後、２組限定のミニ個別相
　　談会を開催します。希望する方は、
　　申し込み時にお伝えください（申し
　　込み多数の場合は抽選となります
　　のでご了承ください）。

■申し込み・問い合わせ先／
　市民活動支援センター
　tel：22-6600　内線336

すず       き           ゆう      じ

申し込み・問い合わせ先／

①

対象火気器具等を使用する催し（イベント）について

平成 25 年８月に京都府で発生した福知山花火大会火災を教訓に、対象火気器具等を使用する催し（以下：
イベント）について、火災予防条例を改正し、規制することになりました。

防火の規制対象となりました
  ８月１日  から  ８月１日  から

主な規制内容
①対象火気器具等を使用する場合は、消火器設置が義務化され  
　ました。
　②対象火気器具等を使用する露店等を開設する場合は、あらか
　じめ、消防署長に対し「露店等の開設届」の届け出が義務化
　されました。

③大規模な屋外イベントを計画する主催者に対し、「イベントに
　おける防火体制構築」が義務化されました。

　安全・安心なイベントを開催するために、イベントを開催予定の関係
者は、お近くの消防署・分署・出張所にお問い合わせください。
　また、気仙沼・本吉消防本部のホームページ（http://www.km-fire.jp/）
でもご覧いただけます。

  ■問い合わせ先／
　  気仙沼・本吉地域広域行政事務
　   組合消防本部  tel：22-6688

《対象火気器具等の例》

防
災
・
減
災
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
発
信

防
災
・
減
災
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
発
信

第
４
回「
防
災
文
化
講
演
会
」を

開
催
し
ま
す

第
４
回「
防
災
文
化
講
演
会
」を

開
催
し
ま
す
（
参
加
無
料
・
申
込
不
要
）

（
参
加
無
料
・
申
込
不
要
）

　
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際

研
究
所
は
、「
気
仙
沼
市
と
国

立
大
学
法
人
東
北
大
学
災
害

科
学
国
際
研
究
所
と
の
連
携

と
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
、気
仙
沼
分
室（
通
称
：

気
仙
沼
サ
テ
ラ
イ
ト
）
を
設

置
し
て
防
災
・
減
災
や
復
興

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
研
究
所

が
行
っ
て
い
る
最
新
の
調
査
・

研
究
に
基
づ
く
災
害
科
学
情

報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
と
の
情

報
交
流
を
図
る
た
め
「
防
災

文
化
講
演
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／

　８
月
23
日
（
土
）

　
午
後
1
時
か
ら
3
時
30
分
　  

　
ま
で
（
開
場
：
午
後
0
時
30
分
）

■
会
場
／

　「海
の
市
」
２
階
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
（
駐
車
は
屋
上

　 
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

■
内
容
／

講
演
①「
防
災
と
津
波
避
難
の

　取
り
組
み
ー
気
仙
沼
地
域

　で
の
取
り
組
み
」

講
師
：
安
倍  

祥
（
東
北
大
学

　
災
害
科
学
国
際
研
究
所
助

　
手
）

講
演
②「
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
に

　つ
い
て
」

講
師
：
鈴
木  

修
（
東
北
大
学

　
災
害
科
学
国
際
研
究
所
気

　
仙
沼
分
室
技
術
補
佐
員
）

講
演
③「
地
域
の
生
活
文
化
を

　守
る
た
め
に
」

講
師
：
川
島
秀
一
（
東
北
大

　
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

　
教
授
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

　
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際

　
研
究
所  

気
仙
沼
分
室
ワ
ー

　
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

　
tel
：
０
２
２
（
７
９
５
）
５
０
１
２

内
容
／

昨年の金賞作品　「龍の松」　岸川禎彦さん（南郷）撮影

あ        

べ           

よ
し

か 

わ    

し 

ま  

し
ゅ
う
い
ち

す
ず      

き        

お
さ
む

委
嘱
期
間
：平
成
28
年
８
月
31
日
ま
で

委
嘱
期
間
：平
成
28
年
８
月
31
日
ま
で

「
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
委
員
会
」の

  
　
　
　

        

委
員
を
募
集
し
ま
す

「
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
委
員
会
」の

  
　
　
　

        

委
員
を
募
集
し
ま
す

コ ン ロ
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グ リ ル
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、
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よ
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／
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内
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で
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に
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席
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る
方

■
募
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数
／
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市
で
選
考
し
、結
果

　
は
応
募
者
に
お
知
ら
せ
ま
す
）
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気
仙
沼
市
民
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」の

                               

作
品
を
募
集
し
ま
す

「
気
仙
沼
市
民
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」の

                               

作
品
を
募
集
し
ま
す

豊
か
な
自
然
や
文
化
な
ど
、市
の
魅
力
を
伝
え
る

豊
か
な
自
然
や
文
化
な
ど
、市
の
魅
力
を
伝
え
る

　
気
仙
沼
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い

た
作
品
は
、
入
賞
作
品
を
中

心
に
「
気
仙
沼
市
民
憲
章
カ

レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

　
作
品
の
規
格
や
応
募
方
法

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

多
く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
題
材
／

　
自
然
の
風
景
、
産
業
の
一

コ
マ
、
歴
史
的
建
造
物
、
伝

統
芸
能
、
人
物
な
ど
気
仙
沼

の
四
季
や
魅
力
を
伝
え
る
も
の

■
規
格
・
応
募
数
／

○
２
L
版
（
横
位
置
の
カ
ラ
ー

　
作
品
）

○
1
人
３
点
ま
で

・
お
お
む
ね
２
年
以
内
に
撮

　
影
し
た
も
の
で
、
他
の
コ

　
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
応
募
し

　　
て
い
な
い
も
の

・
市
内
、
市
外
在
住
の
い
ず
れ

   

の
方
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

■
応
募
方
法
／

　
次
の
項
目
を
記
載
し
た
用

紙
を
作
品
の
裏
面
に
貼
り
付

け
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

○
住
所
・
氏
名
・
年
齢

○
電
話
番
号

○
作
品
名

○
撮
影
年
月
日
・
場
所

○
写
真
へ
の
コ
メ
ン
ト

■
応
募
締
切
日
／

　
９
月
22
日
（
月
）
当
日
消

　
印
有
効

■
表
彰
／

　
優
秀
作
品
に
賞
状
お
よ
び

　
副
賞（
筒
、気
仙
沼
商
品
券
）

　
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
そ
の
他
／

○
応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま

　
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

○
入
賞
作
品
の
版
権
は
原
則

　
と
し
て
市
に
帰
属
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　
気
仙
沼
市
民
憲
章
推
進
協

　
議
会
（
市
地
域
づ
く
り
推  

　
進
課
内
）

　「
市
民
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

　
〒
９
８
８
ー
８
５
０
１

　（
住
所
記
載
不
要
）

　
tel
：（
２
２
）
３
４
０
９

　

※市民参加のまちづくりを積極的に推進するため、市民活動団体・
　ＮＰＯやボランティア活動の支援と、市民・企業・行政の協働に
　よるまちづくりの拠点づくりを目的としている

■
応
募
方
法
／

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
、
本
市
に
お
け
る

「
ま
ち
づ
く
り
と
協
働
」
に

関
す
る
考
え
（
4
0
0
字

程
度
）
を
記
載
の
う
え
左

記
に
郵
送
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日
／

　
８
月
25
日
（
月
）
当
日
消

　
印
有
効

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　
市
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
〒
９
８
８
ー
８
５
０
１

　（
住
所
記
載
不
要
）

　
tel
：（
２
２
）
３
４
０
９

　

■対象／NPO団体、市民活動団体、自治会、
　　　　協議会などに所属している方

■内容／採択されやすい助成金申請・    
　　　   報告書作成のポイントを、具体
　　　   的に説明します。

■日時／９月９日（火）
                午後１時30分から３時まで

■場所／市役所ワン・テン庁舎２階 大ホール
■講師／鈴木 祐司 氏 (一般財団法人 地域創    
　　　　   造基金みやぎ専務理事兼事務局長)

■受講料／無料

■申込方法／ ９月２日（火）まで、下記へ
 電話にてお申し込みくだ
 さい。

■定員／25名（定員になり次第締め切り）
　※講座終了後、２組限定のミニ個別相
　　談会を開催します。希望する方は、
　　申し込み時にお伝えください（申し
　　込み多数の場合は抽選となります
　　のでご了承ください）。

■申し込み・問い合わせ先／
　市民活動支援センター
　tel：22-6600　内線336

すず       き           ゆう      じ

①

対象火気器具等を使用する催し（イベント）について

平成 25 年８月に京都府で発生した福知山花火大会火災を教訓に、対象火気器具等を使用する催し（以下：
イベント）について、火災予防条例を改正し、規制することになりました。

防火の規制対象となりました
  ８月１日  から  ８月１日  から

主な規制内容
①対象火気器具等を使用する場合は、消火器設置が義務化され  
　ました。
　②対象火気器具等を使用する露店等を開設する場合は、あらか
　じめ、消防署長に対し「露店等の開設届」の届け出が義務化
　されました。

③大規模な屋外イベントを計画する主催者に対し、「イベントに
　おける防火体制構築」が義務化されました。

　安全・安心なイベントを開催するために、イベントを開催予定の関係
者は、お近くの消防署・分署・出張所にお問い合わせください。
　また、気仙沼・本吉消防本部のホームページ（http://www.km-fire.jp/）
でもご覧いただけます。

  ■問い合わせ先／
　  気仙沼・本吉地域広域行政事務
　   組合消防本部  tel：22-6688

《対象火気器具等の例》

防
災
・
減
災
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
発
信

防
災
・
減
災
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
発
信

第
４
回「
防
災
文
化
講
演
会
」を

開
催
し
ま
す

第
４
回「
防
災
文
化
講
演
会
」を

開
催
し
ま
す
（
参
加
無
料
・
申
込
不
要
）

（
参
加
無
料
・
申
込
不
要
）

　
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際

研
究
所
は
、「
気
仙
沼
市
と
国

立
大
学
法
人
東
北
大
学
災
害

科
学
国
際
研
究
所
と
の
連
携

と
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
、気
仙
沼
分
室（
通
称
：

気
仙
沼
サ
テ
ラ
イ
ト
）
を
設

置
し
て
防
災
・
減
災
や
復
興

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
研
究
所

が
行
っ
て
い
る
最
新
の
調
査
・

研
究
に
基
づ
く
災
害
科
学
情

報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
と
の
情

報
交
流
を
図
る
た
め
「
防
災

文
化
講
演
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／

　８
月
23
日
（
土
）

　
午
後
1
時
か
ら
3
時
30
分
　  

　
ま
で
（
開
場
：
午
後
0
時
30
分
）

■
会
場
／

　「海
の
市
」
２
階
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
（
駐
車
は
屋
上

　 

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

■
内
容
／

講
演
①「
防
災
と
津
波
避
難
の

　取
り
組
み
ー
気
仙
沼
地
域

　で
の
取
り
組
み
」

講
師
：
安
倍  

祥
（
東
北
大
学

　
災
害
科
学
国
際
研
究
所
助

　
手
）

講
演
②「
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
に

　つ
い
て
」

講
師
：
鈴
木  

修
（
東
北
大
学

　
災
害
科
学
国
際
研
究
所
気

　
仙
沼
分
室
技
術
補
佐
員
）

講
演
③「
地
域
の
生
活
文
化
を

　守
る
た
め
に
」

講
師
：
川
島
秀
一
（
東
北
大

　
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

　
教
授
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

　
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際

　
研
究
所  

気
仙
沼
分
室
ワ
ー

　
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

　
tel
：
０
２
２
（
７
９
５
）
５
０
１
２

昨年の金賞作品　「龍の松」　岸川禎彦さん（南郷）撮影

あ        

べ           

よ
し

か 

わ    

し 

ま  

し
ゅ
う
い
ち

す
ず      

き        

お
さ
む

昨年の金賞作品　「龍の松」　岸川禎彦さん（南郷）撮影

委
嘱
期
間
：平
成
28
年
８
月
31
日
ま
で

委
嘱
期
間
：平
成
28
年
８
月
31
日
ま
で

「
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
委
員
会
」の

  

　
　
　

        

委
員
を
募
集
し
ま
す

「
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
委
員
会
」の

  

　
　
　

        

委
員
を
募
集
し
ま
す

コ ン ロ

発 電 機 ストーブ

グ リ ル
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
　

●標準的な接種

●実施医療機関　※事前に電話予約が必要です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●特例措置対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の接種（平成８年４月２日から平成19年４月１日までに生まれた方）

　平成 19 年 4月 2日以降に生まれたお子さんで、上記に該当する方は対象年齢
を過ぎると全額自己負担での接種となりますのでご注意ください。

　　　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、

標
準
的
な
接
種
対
象
年
齢
の

お
子
さ
ん
の
ほ
か
に
、
下
表

の
特
例
措
置
対
象
者
に
該
当

す
る
接
種
回
数
が
不
十
分
と

な
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、

特
例
措
置
に
よ
り
20
歳
ま
で

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

母
子
健
康
手
帳
で
接
種
回
数

を
ご
確
認
の
う
え
、
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
料
金
／

　
無
料

■
接
種
期
間
／

　
年
間
を
通
じ
て
受
け
ら
れ

　
ま
す
。

■
申
し
込
み
／

　
下
記
実
施
医
療
機
関
に
ご

　
予
約
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

　
市
健
康
増
進
課

　
tel:

（
２
１
）
１
２
１
２

　　　
　
　

接
種
回
数
を
母
子
手
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

接
種
回
数
を
母
子
手
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
　
　対象年齢 接種回数

第１期

第２期

初回

追加

標準３歳（生後６か月から
90 か月まで）

標準４歳（初回終了後６か月
以上の間隔をあける）

９歳から13 歳まで

６日から28日までの間隔で
２回接種

１回

今までに接種を受けた回数

第１期を全く受けていないお子さん

今回接種を受ける回数と間隔

第１期を１回接種したお子さん

第１期を２回接種したお子さん

第１期を３回接種完了し、第２期を
受けていないお子さん

・６日以上の間隔をおいて２回接種
・追加接種は２回接種後６か月以上の間隔 
   をおいて1回接種

６日以上の間隔をおいて２回接種

１回接種

９歳から19 歳までに１回接種
※第１期完了後、６日以上の間隔をおいて接種で
　きますが、おおむね５年後の接種が望ましいとさ
　れています。

医療機関名 電話番号

大島医院（高井） 28-2603

大友病院（三日町） 22-6868

32-3128

22-6811

小野医院（唐桑町宿浦）

佐々木小児科医院（本郷）

医療機関名 電話番号

三条小児科医院（田中前） 23-0088

鈴木医院（長磯原ノ沢） 27-2315

22-7100

42-2621

市立病院小児科外来（田中）

市立本吉病院（本吉町津谷）

　接種に関する注意事項や持ち物など、詳しくは、健康増進課または予約した
医療機関にお問い合わせください。

　
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
発
生
す
る
疾
病
で
、
蚊
を
介
し
て
感

染
し
ま
す
。
以
前
は
子
ど
も
や
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
た
病
気
で
す
。

　
突
然
の
高
熱
、
頭
痛
、
嘔
吐
な
ど
で
発
病
し
、
意
識
障
害
や
麻
痺

等
の
神
経
系
の
障
害
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
、
後
遺
症
を
残
す
こ
と

や
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

日本脳炎とは…

食中毒に注意しましょう細菌などが増殖しやすいこの時期は細菌などが増殖しやすいこの時期は

　食中毒とは、原因となる「細菌」「ウイルス」などが含まれた食品を食べることによって、
急性の胃腸炎などを起こすことです。
　食中毒は１年中発生しますが、特に９月ごろまでは細菌の増殖が活発になります。食
中毒菌が付着しても、味やにおい・色に変化がない場合もありますので、注意が必要です。

食中毒を防ぐポイント
・石けんを使って 30 秒以 
   上丁寧に洗いましょう。

・水がない場合は、おし 
   ぼりやウエットティッ
   シュ、消毒液でよく拭
   きましょう。

・窓や扉を開放する場
   合は、網戸などを設
   置し、ハエ類の侵入
   を防ぎましょう。

・生ごみは、ハエなど
   の発生源になるので、
   長時間放置しないよ
   うにしましょう。

・ 食材やお弁当などは、冷
   蔵庫で保管し、早めに食 
   べましょう。
・ 時間が経ちすぎたり、少
   しでも怪しいと感じたら
   食べずに廃棄しましょう。
・ 食品にハエなどがとまら
   ないよう に、ラップをか
   けましょう。

・食材は十分に加熱しましょう。

・包丁などの器具やふきんは、十
  分乾燥させて保管しましょう。

・お弁当には、生野菜を使わず、
  おかずの汁気をしっかり切っ 
  て十分温度を下げてふたをし
  ましょう。

手洗い

食品の保存 環境

調理

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

潰瘍性大腸炎・クローン病※に関する
医療講演会を開催します（参加無料）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　患者さんやその家族などがより良い療養生活を
送れるよう理解を深めていただくため、次のとお
り開催します。

■日時／９月６日（土）午後１時から４時まで
　　　　（受付開始：午後０時 30 分から）
■場所／県気仙沼保健福祉事務所（気仙沼保健所）
　　　　大会議室（東新城 3丁目 3-3）
■内容／「炎症性腸疾患と最新の治療について」
　　　　講師　東北大学病院消化器内科  木村智哉  先生
■対象／どなたでもご参加いただけます。
■申し込み／８月 29 日（金）までに下記へ電話に　
　　　てお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ先／
　　 ・県難病相談支援センター　tel:022-212-3351
         ・県気仙沼保健福祉事務所（気仙沼保健所）
　　     疾病対策班　tel:22-6662

き      むら   とも     や

■問い合わせ先／
    市健康増進課　
    tel：21-1212

※潰瘍性大腸炎…大腸の粘膜にびらん（ただれ）や潰瘍ができる病気　
※クローン病…小腸などの消化管の粘膜に慢性の炎症や潰瘍ができる病気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （いずれの病気も主な症状は下痢と腹痛）

「わかちあいの会」を開催します
　　　　　　　　　　（参加無料）
　大切な人を亡くした人の
ためのわかちあいの会を実
施します。
　日常生活で、なかなかお
話し出来ないようなことを
安心してお話ししていただ
けます。
　大切な人を亡くした辛い
思いを抱えていらっしゃる
方であれば、どなたでも参加できます。

■日時／８月 23 日（土）午後１時から 3時 30 分まで
■場所／市民健康管理センター「すこやか」
■内容／語り合いの時間（お茶やコーヒーなどを
　　　　いただきながら、ゆっくり過ごします）
■問い合わせ先／
　　・仙台グリーフケア研究会事務局
　　　tel:070-5548-2186
        ・市健康増進課　 tel：21-1212
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日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
　

●標準的な接種

●実施医療機関　※事前に電話予約が必要です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●特例措置対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の接種（平成８年４月２日から平成19年４月１日までに生まれた方）

　平成 19 年 4月 2日以降に生まれたお子さんで、上記に該当する方は対象年齢
を過ぎると全額自己負担での接種となりますのでご注意ください。

　　　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、

標
準
的
な
接
種
対
象
年
齢
の

お
子
さ
ん
の
ほ
か
に
、
下
表

の
特
例
措
置
対
象
者
に
該
当

す
る
接
種
回
数
が
不
十
分
と

な
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、

特
例
措
置
に
よ
り
20
歳
ま
で

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

母
子
健
康
手
帳
で
接
種
回
数

を
ご
確
認
の
う
え
、
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
料
金
／

　
無
料

■
接
種
期
間
／

　
年
間
を
通
じ
て
受
け
ら
れ

　
ま
す
。

■
申
し
込
み
／

　
下
記
実
施
医
療
機
関
に
ご

　
予
約
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

　
市
健
康
増
進
課

　
tel:

（
２
１
）
１
２
１
２

　　　
　
　

接
種
回
数
を
母
子
手
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

接
種
回
数
を
母
子
手
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い対象年齢 接種回数

第１期

第２期

初回

追加

標準３歳（生後６か月から
90 か月まで）

標準４歳（初回終了後６か月
以上の間隔をあける）

９歳から13 歳まで

６日から28日までの間隔で
２回接種

１回

今までに接種を受けた回数

第１期を全く受けていないお子さん

今回接種を受ける回数と間隔

第１期を１回接種したお子さん

第１期を２回接種したお子さん

第１期を３回接種完了し、第２期を
受けていないお子さん

・６日以上の間隔をおいて２回接種
・追加接種は２回接種後６か月以上の間隔 
   をおいて1回接種

６日以上の間隔をおいて２回接種

１回接種

９歳から19 歳までに１回接種
※第１期完了後、６日以上の間隔をおいて接種で
　きますが、おおむね５年後の接種が望ましいとさ
　れています。

医療機関名 電話番号

大島医院（高井） 28-2603

大友病院（三日町） 22-6868

32-3128

22-6811

小野医院（唐桑町宿浦）

佐々木小児科医院（本郷）

医療機関名 電話番号

三条小児科医院（田中前） 23-0088

鈴木医院（長磯原ノ沢） 27-2315

22-7100

42-2621

市立病院小児科外来（田中）

市立本吉病院（本吉町津谷）

　接種に関する注意事項や持ち物など、詳しくは、健康増進課または予約した
医療機関にお問い合わせください。
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日本脳炎とは…

食中毒に注意しましょう細菌などが増殖しやすいこの時期は細菌などが増殖しやすいこの時期は

　食中毒とは、原因となる「細菌」「ウイルス」などが含まれた食品を食べることによって、
急性の胃腸炎などを起こすことです。
　食中毒は１年中発生しますが、特に９月ごろまでは細菌の増殖が活発になります。食
中毒菌が付着しても、味やにおい・色に変化がない場合もありますので、注意が必要です。

食中毒を防ぐポイント
・石けんを使って 30 秒以 
   上丁寧に洗いましょう。

・水がない場合は、おし 
   ぼりやウエットティッ
   シュ、消毒液でよく拭
   きましょう。

・窓や扉を開放する場
   合は、網戸などを設
   置し、ハエ類の侵入
   を防ぎましょう。

・生ごみは、ハエなど
   の発生源になるので、
   長時間放置しないよ
   うにしましょう。

・ 食材やお弁当などは、冷
   蔵庫で保管し、早めに食 
   べましょう。
・ 時間が経ちすぎたり、少
   しでも怪しいと感じたら
   食べずに廃棄しましょう。
・ 食品にハエなどがとまら
   ないよう に、ラップをか
   けましょう。

・食材は十分に加熱しましょう。

・包丁などの器具やふきんは、十
  分乾燥させて保管しましょう。

・お弁当には、生野菜を使わず、
  おかずの汁気をしっかり切っ 
  て十分温度を下げてふたをし
  ましょう。

手洗い

食品の保存 環境

調理
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潰瘍性大腸炎・クローン病※に関する
医療講演会を開催します（参加無料）
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　患者さんやその家族などがより良い療養生活を
送れるよう理解を深めていただくため、次のとお
り開催します。

■日時／９月６日（土）午後１時から４時まで
　　　　（受付開始：午後０時 30 分から）
■場所／県気仙沼保健福祉事務所（気仙沼保健所）
　　　　大会議室（東新城 3丁目 3-3）
■内容／「炎症性腸疾患と最新の治療について」
　　　　講師　東北大学病院消化器内科  木村智哉  先生
■対象／どなたでもご参加いただけます。
■申し込み／８月 29 日（金）までに下記へ電話に　
　　　てお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ先／
　　 ・県難病相談支援センター　tel:022-212-3351
         ・県気仙沼保健福祉事務所（気仙沼保健所）
　　     疾病対策班　tel:22-6662

き      むら   とも     や

■問い合わせ先／
    市健康増進課　
    tel：21-1212

※潰瘍性大腸炎…大腸の粘膜にびらん（ただれ）や潰瘍ができる病気　
※クローン病…小腸などの消化管の粘膜に慢性の炎症や潰瘍ができる病気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （いずれの病気も主な症状は下痢と腹痛）

「わかちあいの会」を開催します
　　　　　　　　　　（参加無料）
　大切な人を亡くした人の
ためのわかちあいの会を実
施します。
　日常生活で、なかなかお
話し出来ないようなことを
安心してお話ししていただ
けます。
　大切な人を亡くした辛い
思いを抱えていらっしゃる
方であれば、どなたでも参加できます。

■日時／８月 23 日（土）午後１時から 3時 30 分まで
■場所／市民健康管理センター「すこやか」
■内容／語り合いの時間（お茶やコーヒーなどを
　　　　いただきながら、ゆっくり過ごします）
■問い合わせ先／
　　・仙台グリーフケア研究会事務局
　　　tel:070-5548-2186
        ・市健康増進課　 tel：21-1212
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　法律により愛犬への狂犬病
予防注射は毎年 1 回と定めら
れています。
　まだ注射をしていない場合
は速やかに動物病院で接種し
ましょう。
　注射後は、交付された注射
済票を愛犬につけておきま
しょう。注射済票の番号から、
飼い主を探すことができ、迷
子札としても役に立ちます。
◆注射をしたら
・市内動物病院で注射をした
方には、その場で注射済票が
交付されます。

　市選挙管理委員会では、宮
城海区漁業調整委員会委員の
選挙人名簿を調製します。
　名簿は９月１日現在で要件
を満たす方からの申請により
作成します。該当する方には、
郵送または漁協を通じて申請
書を配布していますが、新た
に申請する方や、申請書が届
かない場合はお問い合わせく
ださい。
■申請期間／９月１日（月）
から５日（金）まで
■申請できる方／
①漁業を営む方（法人を含む）
②漁業者のために水産物の採
捕や養殖などに従事する方
③被災したため現時点では従
事していないが今後漁業に従
事する意志がある方
※漁業法人の役員や水産加工
業経営者、それらの従業員の
方は該当しません。
■対象条件／上記①から③ま
での方で、次の項目全てに該
当する方
・９月１日現在で市内に住所
または事業場がある方
・１年に 90 日以上漁船を使用
する漁業を営むか従事してい
る方（漁具の手入れなどの準
備作業に従事する日数も含む）
・平成６年 12 月６日以前に生
まれた方
■申請方法／申請書に必要事
項を記載し、返信用封筒によ
る郵送または市選挙管理委員
会事務局、唐桑・本吉総合支
所（総務企画課）、階上・大島
出張所に提出してください。
■問い合わせ先／
市選挙管理委員会事務局
tel：22-6600　内線 352

・市外動物病院で注射をした
方には、動物病院から『狂犬
病予防注射済証』が交付され
ます。この注射済証と交付手
数料 (550 円 ) を持って下記担
当窓口で手続きをしてくださ
い。注射済票を交付します。
≪家族の一員として、愛情と
責任を持って飼いましょう≫
■問い合わせ先／
市環境課 環境衛生係
tel：22-3417
市唐桑総合支所 市民生活課
tel：32-4522
市本吉総合支所 市民生活課
tel：42-2974

　県立気仙沼支援学校では、
乳幼児・児童生徒のための教
育相談「ひまわり相談」を行っ
ています。この度、地域の方々
に、本校および特別支援教育
に対してご理解を深めていた
だくため、学校見学会を行い
ます。お気軽にご参加くださ
い。
■日時・内容／９月４日（木）
午前10時から11時 45分まで
※受付開始は午前９時30分から
◆学校見学
授業の様子や校舎内を見学しま
す。
◆説明・質疑応答
各学部の教育活動などについ
ての質問にお答えします。
■場所／県立気仙沼支援学校
図書室（松崎柳沢 216-7）
■対象／本校小学部、中学部に
入学を検討している保護者、関
係機関など。その他関心のある
方ならどなたでも。

ムページをご覧いただくか、
お問い合わせください。
■試験日／ 10 月 30 日（木）
■試験会場／
宮城県本町分庁舎（仙台市・
漁信基ビル）
■試験科目／
国語、社会、数学、理科、外
国語（英語）
■願書受付期間／
８月 28 日（木）から９月 16
日（火）まで（当日消印有効）
※受験案内、願書などは、県
教育委員会義務教育課、県南
三陸教育事務所にあります。
■願書提出先／
〒100-8959
東京都千代田区霞が関 3-2-2
文部科学省 生涯学習推進課 
認定試験第二係
■問い合わせ先／
県教育委員会  義務教育課
tel：022-211-3642
県南三陸教育事務所
tel：24-2573
　

■申し込み・問い合わせ先／
県立気仙沼支援学校 支援部
tel：24-3019
fax：24-4519
E-mail：
keyou-shienbu1@keyou.mysw
an.ne.jp

　病気などやむを得ない事由
により、就学義務を猶予また
は免除された方などを対象に
「中学校卒業程度認定試験」を
実施します。
　合格者には、中学校卒業程
度の学力があることを国が認
定し、高等学校の入学資格が
与えられます。
■受験資格／
就学義務猶予免除者または就
学義務猶予免除者であった方
で、平成 27 年 3 月 31 日まで
に満 15 歳以上になる方。
※詳しくは、文部科学省のホー

ご案内・お知らせご案内・お知らせ

狂犬病予防注射はお済み
ですか

　市では、平日、仕事の都合などで市税・国民健康保険税を納めることができない方や、事情
があり納期どおりの納付が困難な方を対象に、下記のとおり、平日の夜間と土・日曜日の休日
に納税相談窓口を開設します。

■対象税目／
市県民税、法人市民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税
■夜間相談窓口開設日時／
８月 29 日 ( 金 ) 午後５時 15 分から８時まで
■休日相談窓口開設日時／
８月 30 日 ( 土 ) と８月 31 日 ( 日 ) の、午前９時から午後４時まで
■場所／
市税：市税務課窓口 ( 市役所本庁舎 1階 )
国民健康保険税：市保険課窓口 ( 市役所本庁舎 1階 )

■問い合わせ先／ tel：22-6600
　市税務課  収納係　　　内線 249・251
　市保険課  国保収納係　内線 373・374

納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を納税相談窓口を
　　　　　開設します　　　　　開設します　　　　　開設します　　　　　開設します　　　　　開設します　　　　　開設します　　　　　開設します
納税相談窓口を
　　　　　開設します

ご案内・お知らせご案内・お知らせ

海区漁業調整委員会委員
選挙人名簿を作ります

ご案内・お知らせご案内・お知らせ

学校見学会とひまわり相談
のお知らせ

ご案内・お知らせご案内・お知らせ

「中学校卒業程度認定試験」
　を実施します

水産物・米を使った料理教室などの
　　　　　　　　開催を支援します

■

■

 
■

■

■

   
■

〈水産物〉

〈米〉

 information information
　暮らしの情報

 information information
　暮らしの情報
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　法律により愛犬への狂犬病
予防注射は毎年 1 回と定めら
れています。
　まだ注射をしていない場合
は速やかに動物病院で接種し
ましょう。
　注射後は、交付された注射
済票を愛犬につけておきま
しょう。注射済票の番号から、
飼い主を探すことができ、迷
子札としても役に立ちます。
◆注射をしたら
・市内動物病院で注射をした
方には、その場で注射済票が
交付されます。

　市選挙管理委員会では、宮
城海区漁業調整委員会委員の
選挙人名簿を調製します。
　名簿は９月１日現在で要件
を満たす方からの申請により
作成します。該当する方には、
郵送または漁協を通じて申請
書を配布していますが、新た
に申請する方や、申請書が届
かない場合はお問い合わせく
ださい。
■申請期間／９月１日（月）
から５日（金）まで
■申請できる方／
①漁業を営む方（法人を含む）
②漁業者のために水産物の採
捕や養殖などに従事する方
③被災したため現時点では従
事していないが今後漁業に従
事する意志がある方
※漁業法人の役員や水産加工
業経営者、それらの従業員の
方は該当しません。
■対象条件／上記①から③ま
での方で、次の項目全てに該
当する方
・９月１日現在で市内に住所
または事業場がある方
・１年に 90 日以上漁船を使用
する漁業を営むか従事してい
る方（漁具の手入れなどの準
備作業に従事する日数も含む）
・平成６年 12 月６日以前に生
まれた方
■申請方法／申請書に必要事
項を記載し、返信用封筒によ
る郵送または市選挙管理委員
会事務局、唐桑・本吉総合支
所（総務企画課）、階上・大島
出張所に提出してください。
■問い合わせ先／
市選挙管理委員会事務局
tel：22-6600　内線 352

・市外動物病院で注射をした
方には、動物病院から『狂犬
病予防注射済証』が交付され
ます。この注射済証と交付手
数料 (550 円 ) を持って下記担
当窓口で手続きをしてくださ
い。注射済票を交付します。
≪家族の一員として、愛情と
責任を持って飼いましょう≫
■問い合わせ先／
市環境課 環境衛生係
tel：22-3417
市唐桑総合支所 市民生活課
tel：32-4522
市本吉総合支所 市民生活課
tel：42-2974

　県立気仙沼支援学校では、
乳幼児・児童生徒のための教
育相談「ひまわり相談」を行っ
ています。この度、地域の方々
に、本校および特別支援教育
に対してご理解を深めていた
だくため、学校見学会を行い
ます。お気軽にご参加くださ
い。
■日時・内容／９月４日（木）
午前10時から11時 45分まで
※受付開始は午前９時30分から
◆学校見学
授業の様子や校舎内を見学しま
す。
◆説明・質疑応答
各学部の教育活動などについ
ての質問にお答えします。
■場所／県立気仙沼支援学校
図書室（松崎柳沢 216-7）
■対象／本校小学部、中学部に
入学を検討している保護者、関
係機関など。その他関心のある
方ならどなたでも。

ムページをご覧いただくか、
お問い合わせください。
■試験日／ 10 月 30 日（木）
■試験会場／
宮城県本町分庁舎（仙台市・
漁信基ビル）
■試験科目／
国語、社会、数学、理科、外
国語（英語）
■願書受付期間／
８月 28 日（木）から９月 16
日（火）まで（当日消印有効）
※受験案内、願書などは、県
教育委員会義務教育課、県南
三陸教育事務所にあります。
■願書提出先／
〒100-8959
東京都千代田区霞が関 3-2-2
文部科学省 生涯学習推進課 
認定試験第二係
■問い合わせ先／
県教育委員会  義務教育課
tel：022-211-3642
県南三陸教育事務所
tel：24-2573
　

■申し込み・問い合わせ先／
県立気仙沼支援学校 支援部
tel：24-3019
fax：24-4519
E-mail：
keyou-shienbu1@keyou.mysw
an.ne.jp

　病気などやむを得ない事由
により、就学義務を猶予また
は免除された方などを対象に
「中学校卒業程度認定試験」を
実施します。
　合格者には、中学校卒業程
度の学力があることを国が認
定し、高等学校の入学資格が
与えられます。
■受験資格／
就学義務猶予免除者または就
学義務猶予免除者であった方
で、平成 27 年 3 月 31 日まで
に満 15 歳以上になる方。
※詳しくは、文部科学省のホー

ご案内・お知らせご案内・お知らせ

狂犬病予防注射はお済み
ですか

　市では、平日、仕事の都合などで市税・国民健康保険税を納めることができない方や、事情
があり納期どおりの納付が困難な方を対象に、下記のとおり、平日の夜間と土・日曜日の休日
に納税相談窓口を開設します。

■対象税目／
市県民税、法人市民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税
■夜間相談窓口開設日時／
８月 29 日 ( 金 ) 午後５時 15 分から８時まで
■休日相談窓口開設日時／
８月 30 日 ( 土 ) と８月 31 日 ( 日 ) の、午前９時から午後４時まで
■場所／
市税：市税務課窓口 ( 市役所本庁舎 1階 )
国民健康保険税：市保険課窓口 ( 市役所本庁舎 1階 )

■問い合わせ先／ tel：22-6600
　市税務課  収納係　　　内線 249・251
　市保険課  国保収納係　内線 373・374

納税相談窓口を
　　　　　開設します

ご案内・お知らせご案内・お知らせ

海区漁業調整委員会委員
選挙人名簿を作ります

ご案内・お知らせご案内・お知らせ

学校見学会とひまわり相談
のお知らせ

ご案内・お知らせご案内・お知らせ

「中学校卒業程度認定試験」
　を実施します

　市魚食健康都市推進協議会と市米消費拡大推進協議会では、
市内の団体が料理教室やイベントを開催する際の原材料費など
を助成しています。申し込み方法など、詳しくはそれぞれの協
議会へお問い合わせください。

水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの水産物・米を使った料理教室などの
　　　　　　　　開催を支援します　　　　　　　　開催を支援します　　　　　　　　開催を支援します　　　　　　　　開催を支援します　　　　　　　　開催を支援します　　　　　　　　開催を支援します　　　　　　　　開催を支援します　　　　　　　　開催を支援します　　　　　　　　開催を支援します　　　　　　　　開催を支援します
水産物・米を使った料理教室などの
　　　　　　　　開催を支援します

■助成対象／
原材料費 :料理教室やイベントで使用した原材料費(水産物に限る）
講師謝礼 :料理教室やイベントの際に、  講師を依頼した場合の謝礼
■助成額の上限（実費）／
原材料費   10,000 円　　 講師謝礼   7,400 円
※助成は１団体につき年３回までです。     
■申し込み・問い合わせ先／
市魚食健康都市推進協議会（市水産課内）
tel：22-3435

■助成対象／
料理教室やイベントなどで使用したお米代
■助成額の上限（補助割合：費用の半額）／
料理教室    5,000 円　　イベント  10,000 円
※助成は１団体につき年１回までです。     
■申し込み・問い合わせ先／
市米消費拡大推進協議会（市農林課内）
tel：22-3439

〈水産物〉〈水産物〉〈水産物〉〈水産物〉〈水産物〉〈水産物〉〈水産物〉〈水産物〉

〈米〉〈米〉〈米〉〈米〉〈米〉〈米〉

 information information
　暮らしの情報

 information information
　暮らしの情報
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■目がご不自由な方などがいらっしゃる場合は、上記の内容を読み上げ、掲
　載されている情報をお伝えしていただくようご協力をお願いします。
■電話の音声応答装置を利用して、目の不自由な方などに「広報けせんぬま」
　の掲載内容をお知らせしています（ダイヤル広報／ tel：0226-23-1111）。

お願いと
お知らせ

　毎朝各部ごとに校門に並び、登校してく
る生徒への「あいさつ運動」を行っています。
　この活動を始めてからというもの、日常
生活でも、皆であいさつを交わすことが増
えたと感じます。

藤本さん、ありがとうございました！

●面瀬中学校ならではの活動を
　教えてください。

●これからの目標を教えてください。

面瀬中学校

市の人口と世帯数市の人口と世帯数
平成26年7月末現在

（　）内は前月比、外国人住民を含む

世帯数：２６，０２９世帯（＋１７世帯）

人　口：６７,８５６人　（▲２３人）
〔男〕３２,９８７人（▲８人）
〔女〕３４,８６９人（▲１５人）
※気仙沼地域　５０,６００人
　唐桑地域　　　６,８１８人
　本吉地域　　１０,４３８人

●特徴のある行事などはありますか？
　文化祭の前夜祭では、生徒一人ひとりが
キャンドルを点灯させて置き、「疾走（※昨
年の生徒会目標）」の二文字を浮かび上がらせ、
幻想的で思い出に残る行事となりました。
　今年も、生徒全員の力でひとつのことを
成し遂げたいと考えています。

　昨年は、各学年で仮設住宅にお住いの方と
の交流会を開き、震災当時の話を伺う機会を
もたせていただきました。今年も、地域の方
と触れ合える活動をしていく予定です。

お兄さんと一緒に体を動かして、
　      　 子どもは楽しく！ 大人はメタボ予防！

■上映日／９月６日（土）
■上映時間／1回目  午前 10時 30分～　
　　　　　　２回目  午後２時～　
■場所／リアス・アーク美術館ＨＶギャラリー
■入場料／無料
※当日参加可（先着順に整理券を配布します）
■事前予約・問い合わせ先／
　『波伝谷に生きる人びと』上映実行委員会
　tel：080-9010-8326 
　E-mail：hadenyani_ikiru@yahoo.co.jp

生徒会長

藤本 瑞生さん（３年） 
ふじ   もと　みず    き

親子体操セミナー
佐藤  弘道お兄さんがやってくる！
親子体操セミナー
佐藤  弘道お兄さんがやってくる！

震災前の漁村を描いたドキュメンタリー映画

「波伝谷に生きる人びと」
は　　でん       や

さ　   とう            ひろ        みちさ　   とう            ひろ        みちさ　   とう            ひろ        みちさ　   とう            ひろ        みちさ　   とう            ひろ        みちさ　   とう            ひろ        みちさ　   とう            ひろ        みちさ　   とう            ひろ        みちさ　   とう            ひろ        みち

上映会

■対象／幼児（６歳ころまで）とその保護者
■開催日時／９月23日（火・祝）
　　　     午後２時～３時（開場：午後１時30分）
■場所／本吉総合体育館
■応募方法／郵便番号・住所・参加するお子　 
　さんと保護者の氏名および年齢・連絡先を下
　記申し込み先のメールアドレスにご連絡くだ
　さい。
※後日、参加決定者にはご招待券を送付しま　
　すので、当日ご持参ください。
※ご招待券をお持ちでない方は参加できません。
■申し込み期間／８月15日（金）～25日（月）
■申し込み・問い合わせ先／
県気仙沼保健福祉事務所
（気仙沼保健所） 成人・高
齢班  tel：22-6614
E-mail：
kshwfz-sk@pref.miyagi.jp
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